
子ども・若者分野

基本目標１ 安心して子どもを生み育てることができる、子育てに優しいまち

2022.11 政）政策企画部

○社会全体での子育て支援の充実に向けて、子育て支援情報の効果的な発信や普及啓発などを行

うとともに、ボランティアなどの地域における担い手の活動と学びを支え、子育て支援の社会的気

運を醸成します。

○子育て世代の交流の促進に向けて、子育て中の親子が自由に集い、気軽に交流や情報交換ができ

る場を充実します。

○妊産婦等の孤立感や負担感の軽減に向けて、妊娠期から産後までの生活・育児支援等を行います。

○DV被害や経済的な理由等により困難を抱える母子の生活の安定と向上に向けて、安全に生活で

きる場を確保します。

○子育ての悩み緩和に向けて、子育てに関する相談機能を充実し、適切な支援につなげていきます。

○子育ての経済的負担の緩和に向けて、子育てに係る費用への経済的支援を行います。

○ひとり親家庭等の生活の安定と向上に向けて、子育て負担等の軽減を図るほか、就業機会の提供

等を行います。

※検討資料であり、事業化を確定するものではない

①目指す姿１「社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えています。また、子育てする人

同士の交流も進んでいます。」に向けた施策

②目指す姿２「多様なニーズに応じた保育サービスや、児童が放課後に過ごす安全で心地よい居場

所が整っています。」に向けた施策

○安全で質の高い教育・保育環境の確保に向けて、保育所等に対し、保育士の事務業務負担軽減
に資する保育システムの導入や保育環境改善のための施設改修等への補助を行います。

○保育人材の確保に向けて、保育人材の就業継続や離職防止等の支援を行うとともに、将来保育
士を目指す次世代の育成を進めます。

○多様なニーズに沿った保育環境の構築に向けて、保育所等の整備に必要な費用を補助し保育定
員を拡大するとともに、時間外保育や一時預かりを行う保育所等に対して補助などを行います。

○障がいのある子どもや医療的ケア児への保育サービスの充実に向けて、保育所における、障が
いのある子どもや医療的ケアが必要な子どもの受け入れ体制を拡充します。

○児童が放課後に安全で心地よく過ごせる環境づくりに向けて、小学校と複合化した新型児童会
館の整備を進めるほか、児童会館等の利用環境を改善します。

○放課後の児童の居場所の充実に向けて、放課後児童クラブを実施する民間児童育成会への支
援や、地域が主体となって運営する「放課後子ども教室」等を実施します。

③目指す姿３「ワーク・ライフ・バランス が広く定着し、性別を問わず、働きながら安心して子育

てができる環境が整っています。」に向けた施策

○子育て中の女性などの多様な働き方の推進や希望する方の再就職に向けて、起業・就業を支援し

ます。

○ワーク・ライフ・バランスの推進に向けて、その普及啓発を行うとともに、企業等の働きやすい職場

環境づくりを支援します。

○男性が積極的に家事や育児を担うことができる環境づくりに向けて、男性の子育て意欲を向上さ

せる情報発信や、男性が仕事と子育てを両立できる職場環境づくりを支援します。

【充実強化すること】子育て支援の社会的気運の醸成。 子育て世代が交流できる場の充実。妊産婦等を

対象にした切れ目のない支援の実施。

基本目標２ 誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望を持っ
て暮らすまち

【充実強化すること】保育人材の確保に向けた支援。障がいのある子どもや医療的ケア児を対象にした保

育サービスの拡充。放課後の児童を対象にした居場所の整備や環境改善。

【充実強化すること】企業等を対象にしたワーク・ライフ・バランスの推進への支援。

①目指す姿１「子どもの権利の保障が進み、子ども一人一人が自分らしく伸び伸びと過ごしていま

す。また、虐待やいじめなど、権利が侵害される事態が未然に防がれ、事態が起きても迅速かつ適

切に対応しています。」に向けた施策

【充実強化すること】学校現場への専門家の配置。児童虐待等の相談支援体制の充実。

○子どもの権利の保障を進めるため、子どもの権利条例の理念の普及啓発や、まちづくりへの子ど

もの参加・意見表明の機会創出を行います。

○虐待やいじめ等の未然防止や早期把握、適切な対処に向けて、区の保健センターなど身近な地

域における相談支援体制や専門性を強化するほか、社会福祉等の専門的な知識や経験をもつス

クールソーシャルワーカーを配置するなど、児童生徒が置かれた様々な環境への働きかけを強化

します。

○児童虐待等の子どもの権利侵害への迅速かつ適切な対応や課題の特定に向けて、相談支援拠

点を拡大するほか、虐待通告や育児等に関する相談体制を強化します。

2022年10月の育児・介護休業法の改正により、産後パパ育休制度の創設や、育児休業取得に

係る意向確認の義務化など、ワーク・ライフ・バランスの取組は、企業にとっても戦略的に取り組む

喫緊の課題となっています。しかしながら、札幌市が２０２１年度に実施した「子育てに関する市民ア

ンケート調査」では、男性の育児休業取得率は8.7％と全国平均より低く、また、育児休業復帰後も、

育児をしながら働き続けられる職場環境の整備などが求められています。

現在、札幌市で行っている主なワーク・ライフ・バランスの取組のひとつとして、ワーク・ライフ・バラ

ンスや女性の活躍推進に積極的に取り組む企業を独自の基準で認証する「札幌市ワーク・ライフ・

バランスplus 企業認証制度」の運用を行っており、認証取得企業の広報啓発のほか、札幌市との

契約上の優遇や融資、更には、仕事と子育ての両立支援に取り組む企業を応援するため、育児休

業等を取得した従業員がいる企業に対し、一定の条件を満たした場合に助成金を支給しています。

【コラム】子育て世代を含めたワーク・ライフ・バランスの取組について
（2022年9月時点の取組）

※対象を限らないワーク・ライフ・バランスの推進は、「経済分野」の基本目標１２に記載。
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基本目標２ 誰一人取り残されずに、子どもが伸び伸びと成長し、若者が希望を持っ
て暮らすまち

○ヤングケアラーなどの支援や配慮が必要となる子どもや家庭の早期把握に向けて、関係機関との

連携や相談体制を強化します。

○医療的ケア児とその家族に対し、安全安心な学校生活のために必要な市立学校に看護師を配置

するほか、相談支援体制を充実します。

○障がいのある子どもとその家族に対し、関係機関の連携のもとに多様なニーズに応じた支援を推

進します。

○生活困窮世帯などの子どもに対し、助成や学習支援等を実施します。

○要保護児童の里親委託や家庭に近い環境での養育、社会的自立の促進に向けて、安定かつ継

続可能な里親養育の支援体制の構築や施設の小規模化、自立支援体制の充実等を推進します。

○社会的養護が必要な子どもへの支援に向けて、各種専門職員の配置などにより児童養護施設等

の機能の強化を図るとともに、進学等の支援を行います。

○子どもの多様な居場所づくりに向けて、子ども食堂などの第三の居場所の活動支援や情報発信

を行うほか、子どもへの学習支援を行う団体等への支援を行います。

②目指す姿２「支援や配慮が必要となる子どもや家庭が、困難な状況に応じた適切なサポートを受

け、安心して過ごしています。」に向けた施策

【充実強化すること】ヤングケアラーを対象にした支援の充実。子どもを対象にした第三の居場所づくり

の推進。

③目指す姿３「若者は、質の高い教育などを通して成長するとともに、安心して過ごせる居場所を

よりどころに社会とつながり、将来への希望を持ちながら輝いています。」に向けた施策

【充実強化すること】第三の居場所づくりの推進。結婚を希望する若者を対象にした相談支援の実施。

大学との連携の推進による地元定着の促進。

○若者の成長と自立に向けて、学習支援や各種相談などを行い、若者を支援します。

○若者の居場所づくりに向けて、第三の居場所づくりや設置の支援を行います。

○結婚を希望する若者のライフプランの実現に向けて、出会いの場の創出や相談支援を実施します。

○若者の地元定着や人材育成等に向けて、大学と地域や企業、大学間の連携を推進します。

基本目標３ 一人一人の良さや可能性を大切にする教育を通して、子どもが健やかに
育つまち

○子どもの可能性を最大限引き出す学びの提供に向けて、課題探究的な学習の推進など自ら学ぶ

喜びを実感できる学習活動を推進します。

○子どもの多様性を尊重した学びの提供に向けて、教員等の理解向上を進め子どもたちへの心の

バリアフリーの指導を充実させるとともに、障がいの有無や国籍等、個別の教育的ニーズ等に柔

軟に応じた教育的支援が受けられるように、支援体制を充実させます。

○子どもたちにとってより良い教育環境の整備に向けて、計画的に学校施設の維持・更新、学校規

模の適正化等を進めます。

○子どもの資質・能力の向上に向けて、異学年間や校種間における一貫性・連続性のある教育活動

を充実させるとともに、学校と地域が連携した学校運営を推進します。

○子どもの資質・能力の向上と効率的な学校運営に向けて、ＩＣＴ機器やデジタル教材を整備し、児

童生徒の情報モラルを含む情報活用能力を高めるとともに、校務におけるＩＣＴ活用を進めます。

○きめ細かな指導体制の整備に向けて、少人数指導や外部人材の活用などを進めます。

○不登校の子どもへの多様な学びの機会の確保に向けて、小中学校への専門人材の配置やフリー

スクールなどを活用し、一人一人の状況に応じた支援を行います。

○札幌市の特色を生かした学びの提供に向けて、【雪】【環境】【読書】をテーマとして、札幌市の自

然環境・人的環境・文化的環境などを生かした学習活動を推進します。

①目指す姿１「多様性が尊重された環境の下で、子どもは、自分の特性や興味・関心に応じた学び

と他の子どもとの協働的な学びなどを通して、自立に向けて成長しています。」に向けた施策

②目指す姿２「子どもは、生涯にわたって心身の健康の保持増進を図る資質や能力を身に付けてい

ます。」に向けた施策

○子どもの体力や運動能力の向上に向けて、子どもの運動習慣づくりを進めます。

○ヘルスリテラシーの向上に向けて、学校等における保健教育を充実するとともに、学校給食を活
用した地産地消の推進や、家庭と連携して食育を進めます。

※【ヘルスリテラシー】

健康に向けて望ましい生活行動を選択できること。

③目指す姿３「地域社会での体験活動など、多様な学びの機会が提供され、学校、家庭、地域、企

業等が連携して子どもの成長を支えています。」に向けた施策

○地域社会での体験活動など、多様な学びの機会の提供に向けて、地域、企業等がもつ人的資源な

どを生かした学習環境づくりを推進します。

○家庭教育の推進に向けて、家庭教育に関する情報発信の充実や活動体験や子育てに関する講座

などを実施します。

○豊かな人間性の育成に向けて、札幌の豊かな自然環境を生かした学習活動を推進します。

【充実強化すること】課題探究的な学習モデルの普及促進。心のバリアフリー指導の充実。学校を対象に

したＩＣＴ機器等の効果的な活用の推進。

【充実強化すること】運動習慣づくり等の推進。

【充実強化すること】子どもへの多様な学びの機会の提供。


